
新
年
を
迎
え
、
国
土
交
通
省

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
を
代
表
し
て

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。国

土
交
通
省
、
と
り
わ
け
各

地
方
整
備
局
・
国
土
地
理
院
を

取
り
巻
く
情
勢
は
年
々
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
一
層
進
行
す

る
中
、
洪
水
や
土
砂
災
害
、
雪

害
等
の
被
害
は
今
後
急
激
に
増

大
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や

熊
本
地
震
等
の
地
震
・
津
波
災

害
、
御
嶽
山
噴
火
に
よ
る
火
山

災
害
等
も
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
首
都
直

下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
、
桜
島
大
噴
火
等
も
予
測

さ
れ
て
お
り
、
全
国
津
々
浦
々

で
い
つ
大
規
模
な
自
然
災
害
が

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

が
、
今
日
の
日
本
の
現
状
で
す
。

一
方
、
我
が
国
の
社
会
資
本

ス
ト
ッ
ク
は
、
高
度
経
済
成
長

期
な
ど
に
集
中
的
に
整
備
さ

れ
、
今
後
急
速
に
老
朽
化
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２
４
年
１
２

月
２
日
に
発
生
し
た

中
央
自
動
車
道
笹
子

ト
ン
ネ
ル
事
故
の
発

生

を

は

じ

め

と

し

て
、
社
会
資
本
の
維

持
管
理
・
更
新
に
係

る
問
題
が
各
方
面
で

顕
在
化
し
て
お
り
、

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対

策
も
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
管
理
職
ユ

ニ
オ
ン
は
、
こ
う
し

た
大
規
模
災
害
や
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
を
確
実
・

迅
速
に
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
各
地
方
整
備
局
の
事
務
所

・
出
張
所
、
国
土
地
理
院
の
役

割
が
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
組
織
体
制
・

人
員
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
管
理
職

ユ
ニ
オ
ン
で
８
地
整
・
地
理
院

の
平
成
２
８
年
７
月
現
在
行

（
一
）
職
員
の
年
齢
別
人
員
分

布
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

表
を
見
る
と
、
３
０
代
の
職
員

は
１
６
％
、
２
０
代
に
至
っ
て

は
わ
ず
か
８
％
で
、
職
員
全
体

の
平
均
年
齢
も
４
５
歳
と
非
常

に
高
く
歪
な
組
織
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
今

職
場
に
様
々

な
問
題
を
発

生
さ
せ
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
平
成
２
８
年

度
の
事
務
所
・
出
張
所
係
長
・

専
門
員
等
の
空
き
ポ
ス
ト
が
全

国
で
６
１
４
に
も
の
ぼ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
２
年
間
で
２
５
３
か
ら
約

２
．
５
倍
に
も
増
え
た
と
言
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
事
務
所

・
出
張
所
係
長
等
に
昇
任
さ
せ

た
い
若
手
職
員
が
い
な
い
と
言

う
現
実
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
空
き
ポ
ス
ト
の
増
大

に
よ
り
、
全
国
の
６
地
整
で
「
係

長
や
担
当
者
が
い
な
い
一
人
出

張
所
長
」
と
い
う
異
常
な
実
態

も
発
生
し
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
許

認
可
・
工
事
監
督
等
の
業
務
は

も
と
よ
り
、
災
害
時
の
緊
急
対

応
や
地
域
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
低
下
、
受
注
者
と
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
の
問
題
も
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
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職場はもう限界！！
増員するなら今でしょ！

国
土
交
通
省
に
働
く
仲
間
の
皆

さ
ん
！
！

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

各
地
方
整
備
局
の
事
務
所
・
出
張
所
、

国
土
地
理
院
の
役
割
が
大
変
重
要

大規模災害やインフラ老朽化対策

年齢 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 45.18 （才）平均

人員 56 63 93 77 233 231 225 154 157 113 149 165 188 194 200 258 280 342 356 397 522 543 698 780 785 886 815 840 670 635 580 534 554 583 610 568 599 623 532 429 314 389 173 150 123 105 77 18,048 （人）

18,048

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 100%

1551 2902 7232 5735 628

行（一）職員　年齢別人員分布表（再任用職員含む）　　　　　　　　　２０１６．７現在

40.07% 31.78% 3.48%8.59% 16.08%
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人

数

年齢

対象人員＝８地方整備局＋国土地理院

年度
事務所
（本院）

出張所
（地測）

専門員等 合計

２６年度 81 91 81 253

２７年度 138 175 108 421

２８年度 227 273 114 614

過去３年の全国係長等空きポスト実態

３０代職員は１６％、２０代に至ってはわずか８％！！



ま
た
、
昨
年
４
月
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
に
対
す
る
対
応
で

は
、
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
予

算
が
約
８
０
０
億
円
と
４
倍
に

も
膨
れ
あ
が
り
、
他
事
務
所
か

ら
３
２
名
の
「
専
ら
併
任
」
を

か
け
て
昼
夜
を
通
し
て
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
対
応
で
は
当
初
予

算
に
加
え
て
、
約
２
９
０
０
億

円
の
Ｈ
２
７
年
度
補
正
を
や
っ

と
９
月
末
ま
で
に
発
注
し
た
矢

先
に
、
平
成
２
８
年
度
２
次
補

正
が
同
額
の
約
２
９
０
０
億

円
、
今
年
３
月
末
ま
で
に
発
注

し
ろ
と
の
指
示
が
き
て
お
り
１

年
を
通
し
て
超
過
密
労
働
を
強

い
ら
れ
て
い
る
の
が
私
た
ち
の

職
場
の
今
の
実
態
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
反
映
し

て
、
昨
年
実
施
し
た
管
理
職
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
職
場
実
態

で
何
を
改
善
す
べ
き
と
思
い
ま

す
か
？
」
と
の
質
問
に
約
７
割
、

１
，
４
０
０
名
の
管
理
職
員
等

が
「
最
大
の
問
題
は
職
員
が
少

な
い
こ
と
。
増
員
を
し
て
欲
し

い
。
」
と
切
実
な
要
求
を
訴
え

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
平
成
２
６
年
７

月
「
国
の
行
政
機
関
の
機
構
・

定
員
管
理
に
関
す
る
方
針
」
策

定
後
の
国
土
交
通
省
の
定
員
状

況
を
見
る
と
、
各
地
方
整
備
局

の
削
減
数
が
国
土
交
通
省
の
削

減
数
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
国
土
交
通

省
の
他
の
機
関
が
増
員
或
い
は

現
状
維
持
な
の
に
何
故
地
方
整

備
局
が
一
方
的
に
削
減
対
象
と

な
る
の
か
。
他
の
機
関
が
増
え

る
こ
と
に
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
た
ち
の
や
っ
て
い
る
仕

事
は
何
ら
評
価
さ
れ
て
い
な
い

の
か
と
い
う
思
い
が
全
国
の
職

場
に
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は

若
い
職
員
が
展
望
の
持
て
る
地

方
整
備
局
・
国
土
地
理
院
に
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
職
場
は
も
う
限

界
に
き
て
い
ま
す
。
今
や
ら
な

く
て
い
つ
増
員
が
実
現
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
も
う

限
界
に
き
て
い
ま
す
。
外
部
委

託
が
５
０
％
を
超
え
る
職
場
が

増
大
す
る
中
、
内
閣
人
事
局
も

「
も
う
限
界
で
し
ょ
う
」
と
私

た
ち
の
主
張
を
認
め
て
い
ま

す
。
新
規
・
再
配
置
・
時
限
増

員
の
３
施
策
を
を
フ
ル
活
用

し
、
各
地
方
整
備
局
・
国
土
地

理
院
の
定
員
を
純
増
に
す
る
た

め
に
も
今
年
１
年
間
の
運
動
は

大
変
重
要
で
す
。
職
場
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
管
理

職
ユ
ニ
オ
ン
が
昨
年
６
月
に
取

り
組
ん
だ
、
本
省
・
各
地
整
当

局
へ
の
「
２
０
１
６
年
熊
本
地

震
に
関
す
る
緊
急
申
し
入
れ

書
」
の
全
支
部
提
出
や
、
９
月

の
内
閣
人
事
局
・
人
事
院
へ
の

増
員
上
京
団
等
の
運
動
の
結

果
、
平
成
２
９
年
度
組
織
改
正

で
熊
本
復
興
事
務
所
が
設
置
さ

れ
、
２
３
名
の
職
員
が
配
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。
（
但
し
、
根

本
的
な
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
問
題
は
残
っ
た
ま

ま
）ま

た
、
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
要
求
も

国
土
地
理
院
で
は
じ
め
て
実
現

し
、
さ
ら
に
各
地
方
整
備
局
に

お
い
て
も
実
現
の
可
能
性
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ま
で
の
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の

働
き
か
け
で
、
再
任
用
フ
ル
タ

イ
ム
を
定
員
枠
外
で
実
現
で
き

る
よ
う
人
事
院
自
ら
が
内
閣
人

事
局
に
要
請
す
る
局
面
も
作
り

出
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
大

幅
に
要
求
が
実
現
し
た
１
年
だ

っ
た
と
言
え
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
酉
」
で
す
。

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
今
年
１

年
間
を
「
飛
翔
」
の
年
と
位
置

づ
け
、
職
場
の
管
理
職
員
の
要

求
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
１
年

に
す
る
た
め
に
も
、
本
部
役
員

一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
ま
す
の

で
、
各
職
場
か
ら
の
応
援
方
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

管

理

職

員

の

皆

さ

ん
！
！

ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し

職
場
の
要
求
実
現
に
向

け
て
共
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
！
！

国
土
交
通
省

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

中
央
執
行
委
員
長

神
野

隆
司
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要求が大幅に前
進した１年！

・
熊
本
復
興
事
務
所
設
置
。
２
３
名

の
職
員
が
配
置
さ
れ
る
予
定

・
再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
が
は
じ
め
て

実
現
（
国
土
地
理
院
）。
各
地
方
整

備
局
に
お
い
て
も
実
現
の
可
能
性
が

・
再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
を
定
員
枠
外
で

（
人
事
院
が
内
閣
人
事
局
に
要
請
）

新規増員
（時限増員
除く）

業務改善に
よる再配置

２３年度 780 -1238 -458 -458

２４年度 783 -1242 -459 -459

２５年度 727 -1330 -603 -603

２６年度 694 -1106 -412 -412

２７年度 415 470 -1259 -374 123 12 -239 -258

２８年度 455 439 -1289 -395 130 23 -242 -219

２９年度 472 435 -1230 -323 117 12 -194 ?

国土交通省の定員削減状況

女性等
地整

（港湾込み）
削減数

増員

減員 差引 時限増員 合計年度

今
年
１
年
間
を

飛
翔
の
年
に
！

68%

33%
24%

32%

6%
2%

1%
5%

2%
7%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

最大の問題職員が少ないこと。増員をして欲しい

増員は厳しいと思うので、出来るだけ定削をしないで欲しい

民間委託者数を職員で増員すべき

仕事量を減らして欲しい

事務所間、部署間での人員配置を見直せば現状職員数で十分

組織の再編を行えば、現状職員数で十分

現状の職員数で十分、仕事を合理化すればまだ定削は可能

民間委託者を増やして業務をこなせば良い

わからない

その他

不明

職場の改善項目 （複数回答）


